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第1日目 9月22日（金）
会場：ANAクラウンプラザホテル広島

11：00～17：00 参加者受付 （3階 ロビー特設デスク）

18：00～19：00 参加者受付（懇親会のみ） （3階 ロビー特設デスク）

12：30～ 新入会員発表 （3階 ロビー掲示）

12：00～19：00 会員控え室 （カトレア）

12：30～14：00 会員総会 （オーキッド・中）

14：15～14：55 特別委員会報告1 （アカシア）

委員長：齋藤 真哉

15：00～15：40 特別委員会報告2 （アカシア）

委員長：小菅 正伸

15：50～16：30 スタディ・グループ報告
主　査：水野 一郎 （オーキッド・左） 
主　査：伊藤 嘉博 （オーキッド・中） 
主　査：松本 祥尚 （オーキッド・右）

16：40～18：15 特別講演会 （アカシア）
関根 愛子（日本公認会計士協会会長） 
炭谷 茂（恩賜財団済生会理事長）

18：30～20：30 懇親会  （オーキッド）

大会全体スケジュール

― 2 ―



第2日目 9月23日（土・祝）
会場：広島大学東千田キャンパス・東千田未来創生センター

9：00～15：30 参加者受付 （東千田未来創生センター1階 ロビー特設デスク）

9：00～15：30 会員控え室 （東千田未来創生センター1階 「BIBLA Senda」）

9：30～11：50 国際セッション （東千田未来創生センター）

9：30～11：50 自由論題報告Ⅰ（院生セッションを含む） （東千田未来創生センター）

【昼食時間等】

12：50～13：55 国際セッション （東千田未来創生センター）

14：05～15：10 国際院生セッション （東千田未来創生センター）

12：50～15：10 自由論題報告Ⅱ（院生セッションを含む） 
 （東千田未来創生センター）

15：30～17：40 統一論題報告 （東千田未来創生センター）

統一論題テーマ　 『経済環境の変化と会計研究の課題』

第1サブテーマ　 「大規模データとしての会計情報」

第2サブテーマ　 「金融商品会計と金融機関」

第3サブテーマ　 「不正経理と会計不祥事」

第4サブテーマ　 「医療福祉事業と非営利組織会計」
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第3日目 9月24日（日）
会場：広島大学東千田キャンパス・東千田未来創生センター

9：00～14：00 参加者受付 （東千田未来創生センター1階 ロビー特設デスク）

9：00～15：30 会員控え室 （東千田未来創生センター1階 「BIBLA Senda」）

9：30～11：50 自由論題報告Ⅲ（院生セッションを含む） （東千田未来創生センター）

【昼食時間等】

12：50～14：20 統一論題討論 （東千田未来創生センター）

第1サブテーマ  「大規模データとしての会計情報」

第2サブテーマ  「金融商品会計と金融機関」

第3サブテーマ  「不正経理と会計不祥事」

第4サブテーマ  「医療福祉事業と非営利組織会計」

14：30～16：00 IFRSセッション （東千田未来創生センター）

※司会者・報告者等の氏名は敬称を略しております。
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第1日目　9月22日（金）
会場：ANAクラウンプラザホテル広島

参加者受付　11：00～17：00 （3階 ロビー特設デスク）

参加者受付（懇親会のみ）　18：00～19：00 （3階 ロビー特設デスク）

新入会員発表　12：30～ （3階 ロビー掲示）

会員控え室　　12：00～19：00 （カトレア）

会員総会　12：30～14：00 （オーキッド・中）

特別委員会報告　14：15～15：40 （アカシア）

　特別委員会報告1　14：15～14：55 
　特別委員会報告2　15：00～15：40 （報告時間 各30分　質疑応答 各10分）

特別委員会報告1  司会者：大日方 隆（東京大学）　　 

 委員長：齋藤 真哉（横浜国立大学）

「企業会計制度設計に関する総合的研究」（中間報告）

特別委員会報告2  司会者：今福 愛志（日本大学名誉教授） 
 委員長：小菅 正伸（関西学院大学）　　

「戦略経営と管理会計に関する総合的研究」（最終報告）

スタディ・グループ報告　15：50～16：30 （オーキッド・左・中・右） 
 （報告時間 各30分　質疑応答 各10分）

スタディ・グループ報告1 （オーキッド・左）

司会者：梶浦 昭友（関西学院大学） 
主  査：水野 一郎（関西大学）    

現代中国会計の多面的・総合的研究	
―歴史的・比較制度的分析を踏まえつつ―（中間報告）

スタディ・グループ報告2 （オーキッド・中）

司会者：加登 豊（同志社大学／神戸大学名誉教授） 
主  査：伊藤 嘉博（早稲田大学）                

『統合報告』が企業会計に及ぼす影響に関する考察（最終報告）

大会詳細スケジュール
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第2日目　9月23日（土・祝）
会場：東千田未来創生センター

参加者受付　9：00～15：30 
 （東千田未来創生センター1階 ロビー特設デスク）

会員控え室　9：00～15：30 
 （東千田未来創生センター1階「BIBLA Senda」）

国際セッション （第1会場／2階 グループワーク室）

　報吿（1）　 9：30～10：00 
　報告（2）　10：05～10：35

　　　　（休憩 10分）

　報告（3）　10：45～11：15 
　報告（4）　11：20～11：50

　　　　（休憩 60分）

　報告（5）　12：50～13：20 
　報告（6）　13：25～13：55 （報告時間 各20分　質疑応答 各10分）

司会者：尾畑 裕（一橋大学）

（1）	A	Construct	Validation	Study	on	Environmental	Management	Control	System:	
An	International	Perspective

國部 克彦（神戸大学） 
T. ギュンター（ドレスデン工科大学） 
呉 綺（神戸大学） 
西谷 公孝（神戸大学） 
E. ギュンター（ドレスデン工科大学） 
J. エンドリカート（ドレスデン工科大学）

（2）	韓国会計学会からの報告	
Career	Concerns,	Financial	Reporting	Quality,	and	Efficiencies

Suil Pae（Sungyunkwan University）

司会者：角ヶ谷 典幸（名古屋大学）

（3）	台湾会計学会からの報告	
Firms’	Use	of	Social	Media	and	Market	Reactions	to	Earnings	Announcements-
Evidence	from	Twitter

Ju-Chun Yen（National Central University） 
Shu-Hsing Li（National Taiwan University） 
Kuo-Tay Chen（National Taiwan University）

（4）	韓国会計学会からの報告	
The	Continuing	Audit	Period,	Client	Size,	and	Audit	Quality	Turning	Point

Yeonhee Park（Kongju National University） 
Inman Song（Sungkyunkwan University & SUNY Korea） 
Wan Suk Ko（Hankuk University of Foreign Studies）
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司会者：與三野 禎倫（神戸大学）

（5）	Voluntary	IFRS	adoption	and	accounting	quality：	evidence	from	Japan
顧 俊堅（名古屋大学大学院／日本学術振興会）

（6）	台湾会計学会からの報告	
Auditor	Impression	Management：	Evidence	from	Governmental	Audit	Proposals

Yu-Tzu Chang（National Chengchi University） 
Dan Stone（University of Kentucky）

国際院生セッション （第1会場／2階 グループワーク室）

　報告（1）　14：05～14：35 
　報告（2）　14：40～15：10 （報告時間 各20分　質疑応答 各10分）

司会者：藤山 敬史（神戸大学）

（1）	The	real	effects	of	accounting	earnings	attributes：	Evidence	from	Japan
藤谷 涼佑（一橋大学大学院生）

（2）	How	Does	the	Japanese	Audit	Market	Transition	from	Big	4	to	Big	3	Period	
Affect	Audit	Pricing	Competitiveness?

フレンディ（名古屋大学大学院生）

自由論題報告Ⅰ 第2会場～第11会場

　報告（1）　 9：30～10：00 
　報告（2）　10：05～10：35

　　　　（休憩 10分）

　報告（3）　10：45～11：15 
　報告（4）　11：20～11：50 （報告時間 各20分　質疑応答 各10分）

第2会場（東千田未来創生センター2階 M204講義室）

司会者：伊藤 嘉博（早稲田大学）

（1）	統合報告書の発行は会計情報の価値関連性に影響したか？
譚 鵬（中部大学） 
榊原 茂樹（関西学院大学／神戸大学名誉教授）

（2）	非財務情報のマネジメントと測定、開示に関する実態調査の分析	
―	統合報告書の内容要素の視点から―

與三野 禎倫（神戸大学）

（3）	統合報告書の開示形態とその多様性
平田 沙織（長岡大学）
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第3日目　9月24日（日）
会場：東千田未来創生センター

参加者受付　9：00～14：00 
 （東千田未来創生センター1階 ロビー特設デスク）

会員控え室　9：00～15：30 （東千田未来創生センター1階 「BIBLA Senda」）

自由論題報告Ⅲ 第3会場～第11会場

　報告（1）　 9：30～10：00 
　報告（2）　10：05～10：35

　　　　（休憩 10分）

　報告（3）　10：45～11：15 
　報告（4）　11：20～11：50 （報告時間 各20分　質疑応答 各10分）

第3会場（東千田未来創生センター2階 M203講義室）

司会者：大石 桂一（九州大学）

（1）	設備投資の効率性と経営者利益予想の関連性
太田 裕貴（静岡産業大学）

（2）	投資ベースの資産価格モデルと会計発生高の将来リターン予測能力
小野 慎一郎（大分大学） 
椎葉 淳（大阪大学） 
村宮 克彦（大阪大学）

司会者：池田 幸典（愛知大学）

（3）	株主提案と株式所有構造
久多里 桐子（北九州市立大学）

（4）	A	Theory	of	Tax	Avoidance	and	Geographic	Segment	Disclosure
村上 裕太郎（慶應義塾大学） 
椎葉 淳（大阪大学）

第4会場（東千田未来創生センター2階 M201講義室）

司会者：上野 清貴（中央大学）

（1）	全部のれん方式と親会社株主に帰属する純利益
山下 奨（跡見学園女子大学）

（2）	IFRSにおけるのれんの会計処理と監査上の対応
山本 貴啓（立正大学）

司会者：戸田 龍介（神奈川大学）

（3）	日本基準のあり方　―英国によるEU離脱後の IFRSの行く末を見据えて―
安藤 鋭也（三井物産）
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会　場

ANAクラウンプラザホテル広島
アカシア

特別委員会報告
第1日目　9月22日（金）

特別委員会報告1　14：15～15：40

特別委員会報告2　15：00～15：40

（報告時間 各30分　質疑応答 各10分）



スタディ・グループ報告
第1日目　9月22日（金）

15：50～16：30

スタディ・グループ報告1
スタディ・グループ報告2
スタディ・グループ報告3

（報告時間 各30分　質疑応答 各10分）

会　場

ANAクラウンプラザホテル広島
オーキッド・左・中・右



会　場

ANAクラウンプラザホテル広島
アカシア

特別講演会
第1日目　9月22日（金）

16：40～18：15

特別講演会1　16：40～17：25

「公認会計士の果たすべき役割と課題」

関根 愛子（日本公認会計士協会会長）

特別講演会2　17：30～18：15

「�社会福祉法人の使命と経営�
―改正社会福祉法の施行を受けて―」

炭谷　茂（恩賜財団済生会理事長）



国際セッション
第2日目　9月23日（土・祝）

報告（1）　 9：30～10：00

報告（2）　10：05～10：35

（休憩 10分）

報告（3）　10：45～11：15

報告（4）　11：20～11：50

（休憩 60分）

報告（5）　12：50～13：20

報告（6）　13：25～13：55

（報告時間 各20分　質疑応答 各10分）

会　場

東千田未来創生センター
第1会場／2階 グループワーク室



国際院生セッション
第2日目　9月23日（土・祝）

報告（1）　14：05～14：35

報告（2）　14：40～15：10

（報告時間 各20分　質疑応答 各10分）

会　場

東千田未来創生センター
第1会場／2階 グループワーク室



自由論題報告Ⅰ
第2日目　9月23日（土・祝）

第2会場～第11会場

報告（1）　 9：30～10：00

報告（2）　10：05～10：35

（休憩 10分）

報告（3）　10：45～11：15

報告（4）　11：20～11：50

（報告時間 各20分　質疑応答 各10分）

会　場

東千田未来創生センター
2階 M201-204 
3階 M301-304 
4階 M401-402



自由論題報告Ⅱ
第2日目　9月23日（土・祝）

第2会場～第11会場

報告（1）　12：50～13：20

報告（2）　13：25～13：55

（休憩 10分）

報告（3）　14：05～14：35

報告（4）　14：40～15：10

（報告時間 各20分　質疑応答 各10分）

会　場

東千田未来創生センター
2階 M201-204 
3階 M301-304 
4階 M401-402

メイン・バンクが会計利益の質と社債の利率の関係に与える影響に関する実証分析

北川教央（神戸大学）・首藤昭信（東京大学）・二重作直毅（日本銀行）

本研究の目的は，会計利益の質と社債発行に伴う負債コストの関係に，メイン・バンクが

与える影響を調査することである。具体的には，日本の普通社債発行企業をサンプルにして，

(1) 高い質の会計利益の報告は普通社債発行時の利率スプレッドを低下させるか，(2) メイ

ン・バンクの存在は，会計利益の質と利率スプレッドの関係にどのような影響を与えるか，

ということを調査する。

メイン・バンクは，公的情報である会計情報に加えて，決済口座などの私的情報を利用す

ることにより，借り手を効率的にモニターすることができる（Aoki, 1994 など）。またメイ

ン・バンクは，貸出先企業のデフォルト・リスクが高まるにつれてモニタリング機能を強化

し，モニタリングに利用する私的情報を増加させることが指摘されている。一方，社債投資

家は通常，起債企業の私的情報を有しておらず，会計情報などの公的情報に基づいて社債の

発行条件を決定する。しかし，起債企業がメイン・バンクを有する場合には，メイン・バン

クが行う私的情報を通じたモニタリングの恩恵を享受することができる。したがって，起債

企業がメイン・バンクを有する場合，とりわけ当該企業のデフォルト・リスクが相対的に高

い状況下においては，社債投資家はメイン・バンクの私的情報を利用したモニタリングに期

待して，公的情報である会計情報への依存度を低め，その結果として，会計利益の質と社債

の利率スプレッドの関連性は弱くなることが予想される。

このような仮説を検証するために，本研究では 2001年から 2015年までの普通社債 2,181

銘柄をサンプルにして，会計利益の質と利率スプレッドの関係を分析し，仮説を支持する結

果を得た。第 1に，高い質の会計利益は，普通社債の利率スプレッドを低下させる。第 2に，

財務状況が安定している場合，すなわちデフォルト・リスクが高くない場合には，メイン・

バンクの有無にかかわらず，会計利益の質と利率スプレッドの間には負の関連性が存在す

る。第 3に，デフォルト・リスクが相対的に高い状況下では，メイン・バンクを有する企業

の会計利益の質と利率スプレッドの間に有意な関連性は観察されなくなった。反対に，デフ

ォルト・リスクが高い状況においても，メイン・バンクを有しない企業では，高品質の会計

利益による負債コスト低減効果は引き続き観察された。

以上から，わが国の普通社債市場において，質の高い会計利益の報告は，利率スプレッド

の低下という形での経済的便益をもたらすことが確認された。これは公的情報である会計

情報が債務契約における逆選択の防止に貢献していることを意味する。しかしメイン・バン

クを有する企業の財務状況が悪化した場合には，会計利益の質と社債の利率スプレッドの

間には有意な関連性は観察されない。これは，銀行によるモニタリングが社債市場における

会計情報の需要を減少させたことを示唆する。言い換えれば，会計利益情報とメイン・バン

クの私的情報にもとづくモニタリング機能の代替関係が観察されたことになる。



公共土木工事会社の実行予算管理に関する一考察 

～経営資源の最適配置の視点からの事例研究～ 

菅 本 栄 造（青山学院大学） 
◎はじめに

菅本・高田（2016）では、建設工事の構造的な特徴によって予算スラックの問題が生じが

ちであるため、工事実行予算による原価管理を的確なものにするには、時間と経営資源を絡

めて工程管理を行うネットワーク工程表を利用し、かつ全社でそれを適切に運用すること

が肝要であること、これによって工事実行予算管理制度の土台が構築されることを工事利

益の大幅な改善を実現した公共土木工事会社の㈱石岡組の実例に基づいて主張している

（「建設業における予算スラック形成と削減方法」『會計』第 190巻第 1号）。 

次に菅本（2017a）では、予算スラック形成の回避方法も含めてより広範な視点から、す

なわちネットワーク工程表をどのような手順で作成し運用すれば利益創出が実現できるの

かを同社の事例に基づいて明らかにしている（「土木工事の原価管理に関する一考察」『産業

経理』第 76巻第 4号）。 

つづいて菅本（2017b）では、同社の実行予算管理実践をさらに詳しく観察した結果、個

別現場の原価管理だけでは会社全体の営業利益の拡大に貢献できない場合があることが判

明したため、経営者はどのような視点と方法で経営資源を配置して全体最適化を図ればよ

いのか、という問いに取り組んでいる（「工事実行予算管理における経営資源の最適配置法」

『會計』第 192巻第 1号）。 

◎論文の目的（何を明らかにしようとしたのか）

筆者がこれまで提出した上述の論文では、実行予算管理に大きく影響を与えかねない下

請企業との関係（つまり工事原価の中で大きな割合を占める外注費）についてほとんど言及

していない。そこで、当該問題についてのインタビュー調査の成果も踏まえて、経営資源の

最適配置の観点から工事実行予算管理の基本モデルを包括的に叙述する。 
◎論文の結論（調査の結果何がわかったのか）

第一に、現場レベルでネットワーク工程表を適切に作成し運用すること、下請との関係に

ついては早く現場を竣工させるという共通の利益のためにネットワーク工程表を活用して

両社の生産性の向上を図ること、まずこれらの実現が的確な実行予算管理の土台となる。第

二に、個別現場の原価管理だけでは会社全体の営業利益の拡大に貢献できない場合がある

ため、現場の利益ポテンシャルと現場代理人の利益獲得能力との整合性を確保すること、お

よび時間的視点と空間的な視点から経営資源の最適配置を行うことが重要であることが明

らかになった。なお、具体的な内容についてはフルペーパーを参照していただきたい。 
◎論文の本体でどのように論が展開されるか

上記の順序で論を展開し、最後にさらなる課題を提示する。

◎調査方法と調査対象

㈱石岡組（北海道松前郡福島町字月崎 381－1）専務取締役に対する準構造化インタビュー。

統一論題報告
統一論題テーマ	

「経済環境の変化と会計研究の課題」

第2日目　9月23日（土・祝）

15：30～17：40

座長解題　15：30～15：50 

第1 報告　15：55～16：30 

第2 報告　16：30～17：05 

第3 報告　17：05～17：40

（座長解題20分　報告時間 各35分　用語確認）

会　場

東千田未来創生センター
　第6会場 　3階 M304
　第7会場 　3階 M303
　第10会場　4階 M402
　第11会場　4階 M401



自由論題報告Ⅲ
第3日目　9月24日（日）

第3会場～第11会場

報告（1）　 9：30～10：00

報告（2）　10：05～10：35

（休憩 10分）

報告（3）　10：45～11：15

報告（4）　11：20～11：50

（報告時間 各20分　質疑応答 各10分）

会　場

東千田未来創生センター
2階 M201-203 
3階 M301-304 
4階 M401-402



IFRSセッション

「IFRS のエンドースメント」�
（シンポジウム形式で実施）

第3日目　9月24日（日）

14：30～16：00

モジュレータ：秋葉 賢一（早稲田大学）

パネリスト：�関口 智和（あずさ監査法人） 
野村 嘉浩（野村證券） 
徳賀 芳弘（京都大学）

会　場

東千田未来創生センター
第1会場／2階 グループワーク室



会場案内図
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広島大学（東千田キャンパス構内）における無線 LANの利用について

①	無線 LAN	の利用手順
  来学されたかたは、お持ちの eduroam アカウントでご利用になれます。
  eduroam（educational roaming infrastructure）は、大学等の高等教育機関でキャン

パス無線 LAN の相互利用をおこなうサービスです。eduroam の参加組織からの訪
問者は、eduroam のアカウント認証をおこなうことで、お持ちの PC の無線 LAN
接続ができます。

  eduroam の利用の可否とアカウント等は、事前に所属組織で確認またはテストさ
れることをお勧めします。

②	接続方法
  eduroam の SSID は「eduroam」です。無線接続可能なネットワークの一覧から

「eduroam」を選択すると、「ユーザー名」と「パスワード」を訊いてきますので、
「eduroam アカウント」と「eduroam パスワード」を入力してください。

  なお詳細については、事前に eduroam JP の「利用の手引き」で確認してください。

キャンパスマップ
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（予約者のみ）
弁当引き換え所
（予約者のみ）

受 付受 付
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第1会場

第2会場

第3会場

会員控え室

第5会場

第4会場

第6会場 第7会場 第10会場 第11会場

第8会場

第9会場

東千田未来創生センター（M棟）
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日本会計研究学会第76回大会準備委員会

　委 員 長 星野　一郎

　委　　員  林　　幸一 
金　　宰煜



日 本 会 計 研 究 学 会
第76回大会準備委員会
730-0053 広島市中区東千田町1-1-89

広島大学東千田キャンパス
広島大学大学院社会科学研究科マネジメント専攻

星野一郎研究室
E-mail : jaa2017@hiroshima-u.ac.jp

http://jaa2017.net/
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